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て ζのスムーズな移行は もとより人間の成長発達が除々に変化するものであるという ζ と
に基く要請である。人間の成長発達の過程は，個人氏よって多様な変化を示しすべて一機では
ないが， 同時にあらゆる個人にとって連続的である O したがって，学校制度の下部段階から j二
部段階の教育への移行が突発的であってはならず， もし各段階の教育児ギャップがありその移
行が急激でめったならば，結果的tとは中途退学や登校拒否の現象を生じさせ，生徒の能力や素
質がそ ζなわれるばかりでむく，一方では学校ノfワーの損失(1088 power of schoo 1 )を招く






おける再編成論議に焦点を当てる ζ とlとした。それは， ただ単l~とアメリカの学校制度が，すで
















べて取り上げる ζ とは容易なととではないので，本稿では， NEAの論議の主要な関心事で、あ
ったと思わずしる上記のニ事項lと限定していく。
1.中越退学の問題と詩編成論議
かつて， デューイ(John Dewey )は， r組織(sys t em )は，事物が工合よく屈伸性を
もって十分K働くようR:..それらの事物を柑互に結び合わせる乙とに他ならなL、。それゆえこ
の教育iとおける浪費という問題Kっし刊で述べる Kあたって 私は学校制度の種々なる部分が相






































当時，ハーバード大学の総長であったエ'):オット(Chlirles刊 E1 i ot )は， 1873年以
来，関係する研究者らととも K同大学へ入学してくる学生の平均年令が年々高〈仕っている
ことを調資したのら， 1888 年の N]~ A f(おける講演の席上 r-カレッジや大学への単1加入
学を促すために，初等・中等学校教育のプロクラムを制λしかっ改善すべきであ奇討と主張
した。さらに， 1892年の開講演では， 当時のニューイングランドにおける 9年制あるいは
10年制のグラマースクールに触れ， r学年数は 9年から 8年R.， 10年から 9年にとそれ
ぞれ 1年ずつ減らし，初等学校とグラマースクールとを併せた期間は 14年か 13年代す




① グラマースクールのプログラムR，より一層の柔軟性(fl ex i b i 1 i t y )を与える ζ とO
② (学習に対する)生徒の興味をますために，教授法を改善する乙と。
① 生徒の進級(promotion )を捉進することG

























ある沿う 1892年NEAKよって任命された「中等学校教育児関する 10人委員会J( 
Comrnittee of Ten on Seconda，ry School Studies)は， その最初の委員会として注
目される。エリオットを議長とした同委員会は 「初等・中等教育の両期間を含むおよそ 6
'"-' 1 8才に及ぶ学校での学習計画(course of study)において，会議で取り上げる教科
一一ラテン語， ギリシャ語，英語， その他の近代紙数学，物理，化学，天文学， 自然史，
腔史，政治経済，地理ーが，いかなる斡附いて初めて導入されるべきVという中等
学校を中心とした教育課程の編成花関する問題代焦点を当て， 調査研究及び討議を行なった。






て(as ，lfi 乱lternative人初等学校の期間を 8年から 6年に短縮し，中等学校の期間が




たζ と また論議の対象となった 9つの教科の中Kは，技術，美術音楽， その他の職業教
科などが含まれていなかった乙とから考えると，常lと大学まで進む生徒だけを念頭iとおきな


















り任命された f大学入学資格委員会J( Commi ttee on College Entrance Requirements) 
であった。問委員会は 以後4年にわたる論議の末， 1899年R 14の決定事項を躍り込ん
















う現実の状況があったが， ζれも提案された改革Kよって. r第7， 8学年の生徒は，次第
lとハイスクー Jレの生徒花強化され， また彼らがすでに快適な雰悶気の中で始めた諮学や科学






























強かった O ζれに対して， r国民的立場JR立った，いわば下からの要求も早くから出され
ていた。
すでR， 10人委員会が発足した翌年の 1893年lとは，初等教育{ζ力点をおき論議を進め
ようとした， いわゆる r1 5人委員会J( C omm i t t ee 0 f P i f t e e n )がNEAによって設
控されていた。問委員会ぽ， r現在のよう lと初等コース 8年，寸1等コース 4年であるべきかJ
という i/l]I立の段階的!ヌ分の検討， また， r技術，体育，物理，音楽，心理学， ラテン誌，近
代外!;rn~gなどの教科は，小学校で-教えられるべきもf-! という教科内容に関する検討を iP心的
課題としていL そして およそ次のような内容の報告書を 1895年に提出してい初























体的内容を明らかにしていったのが， 1905年設撞された i-6年コース花関する委員会J( 
Cornmi ttee on S ix -"year Courses )である。 10人委員会や大学入学資格委員会科
中等教育の拡充強化を I~ るため比，初等・中等教育の接続問題を主として高等教育への進学
者を念頭tとおいて考えていたの叱対し， 乙の委員会は， グJレーン-ダグラスの言葉を措りれ
ばf国民的立場 J( nationul st凶 di ng-)からそれを検討した時初の委員会であった。



































1900年から 1910年代かけての再編成論議は，一つの大きな炉機を迎えf 民自らr 伝統」 閥
的な 8-4 fHlJを再編成した 6-6制案から， さらに中等学校の分離した中間的制度(払
sepa，rate intermedia，te organization)へとその強調するところを変えていったので
ある O それは，特記1905年に任命された「教育における時間経済R!関する委員会J( C 0 mmi t tee 
部)

















って生じる経済は，従来より一層よい結果を期待する ζ とができ， したがって，年限の短縮
によっては何ら失うと乙ろがないであろうという見解をとっていた。







































生徒のため促一般教育と向時代職業教育をも施す必要があるが， そうした分節点は， 1 2才;
18才 20才に求められるであろう O しかしながら 12才と 18才との開のギャップは
余り Kも大きく，人間l性，経済能力，社会的要求K適さないので， その中間点即ち 15才で
耐子されるべきであau，J
{伎の主肢は， ただ単lと中等教育を等分したというその画期性にあるのではなく， r 3年制
ジュニアハイスクールは 6年のハイスクールよりも中等学校の教育(c u ltu r alt r a i n i ng)
を有する多数の市民を保障し， また今や問題iζなっている職業教育の施設K適当な位讃を与
える ζ とになるであろう斗という彼の叙述にもみられるよう R，むしろ，より多くの生徒比
中等教育を受けさせる，いわば中等教育の機会の拡大を図り， しかも 12才から一種の職業
的陶冶を与えることKよって，卒業後直ちに職業生活K入ろうとする生徒の便宜を図ろうと













主K初等， 中等，高等といったそれぞれ異なった教育段階の立場だけから ζ の再編成問題に
取り組んでいたのに対し，問委員会は，新た民社会学的見地，教育哲学的見地からも ζ の問
題K対処しようと努力した ζ と， あるいは 乙の時期にはすでK各地iとおいて新しい姿の中
等学校が誕生しつつあったという時間的な要因もあったためであろう。
ところで， アメリカの社会が， 以前の簡素で国関的社会(simple， rural society)か
ら複雑な工業化社会 (complex，industrial society )へと変化する中で，各地におい
て中等教育改革が急ピッチで進められ それに伴うハイスクール人口が急激K増加し， さら
に新しい教育理論の発達のための研究が盛んlとなる?とつれて，中等教育制度の再編成の必要
性は， ますます強調されてきた。 1912年設置された「中等教育改造委員会J( Commi ssion 
(32) 










































ところで， アーティキュレーションの改善方策は， まず8-4制下における第7， 8学年
の教科!な容及び教授法に向けられた。上からの要求は，従来ハイスクールで‘教えられていた
アカデミックな教科を第7. 8学年に新しく導入させ， 中等教育の下限を51き下げ8-4制












織を用意するかが本質的な問題であった。したがって， 8 -4制であろうと， 6 -6制ある




関の接続を改善しようとしたが，一貫して教師の質の向上もうたわれていた ζ とから， ァー
ティキュレーションiとおける教師の役割の重要さを指摘する ζ とができる。
とζ ろで，今世紀K入つての再編成論議は，既述したよう R， ジュニア・シニアハイスク
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